
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 21日（日）のフリートークは，2020年３月に，東京都が都内

本土部に生息する野生生物の絶滅リスクを再評価し，改定した「『東

京都レッドリスト（本土部）2020 年版』 の公表について」と環境ひ

ろば会員の撮影した動植物の写真等を資料とし，主に市内の絶滅危惧

種・準絶滅危惧種について討議を行いました。東京都の資料によれ

ば，国分寺市が含まれる北多摩地域の植物種では絶滅種が 2010年の 

89種より 112種に，絶滅危惧Ⅰ類（注１）も 79種から 153種に増加したとされています。北多摩地域にお

ける絶滅種・絶滅危惧種の増加について，「武蔵野台地での宅地化による樹林・草地の減少」による影響

が懸念されています。環境ひろば会員からは国分寺市に生息する絶滅危惧種・準絶滅危惧種の動植物を

写真付きで紹介し，絶滅危惧種の（植物）オグルマ・キツネノカミソリ・ヌマトラノオ，（鳥類）カッコ

ウ，オシドリ，（両生類）アズマヒキガエル，準絶滅危惧種の（植物）ニリンソウ・ミクリ，（鳥類）カ

ワセミなどの写真が紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これら多くの発見は西恋ヶ窪緑地（通称エックス山），姿見の池周辺緑地等で市民活動を通じて発見

されたもので，これらの緑地は市民団体が維持管理活動を行っている場所でもあります。市民団体の維

持管理活動により，アズマネザサが繁茂していた所を刈込んだ結果，キツネノカミソリ等の希少な野草

が増えたこともあり，こうしたこまめな「維持管理」が，生物多様性を保全するためにも必要であり，

そのためにも国分寺市の緑地や，水辺に生息する動植物を把握するための「動植物調査」を継続して実

施することや，市民が発見した動植物の情報を把握する活動が大切であるというのが環境ひろば参加者

の総意でした。                   （写真提供：環境ひろば会員 鈴木まき子） 

（脚注）注１：現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合，野生での存続が困難なもの。 
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【フリートーク：国分寺市の動植物について】 
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国分寺市では，市内における動植物の実態の把握を行うこと

などを目的に平成 27 年度に動植物調査を実施し，「平成 27 年

度国分寺市動植物調査報告書」にまとめています。平成 27 年

度の調査実施以降は，動植物生息状況の経年変化の把握などを

行うため，市民から動植物の目撃情報を収集するとともに，令

和２年度には専門員による２回目の動植物調査を実施する計

画としていました。しかしながら，目撃情報の収集（身近な生 

きものさがし）は行っているものの，２回目の動植物調査が実施できていない状況にあります。 

動植物調査により，市内の動植物の生息状況の現状を知ることは，国分寺市のまちづくりを進めて

いく上でも極めて重要なことです。環境ひろばでの討議や，市内の環境に関係する市民活動団体から

の意見としても，平成 27 年度調査以降，市内の生物環境は著しく変化しているため，早急な動植物

の調査を行うことを求めています。そして現況を把握した上で，令和７年度から開始される第三次国

分寺市環境基本計画において，生物環境の保全策を立案する必要があります。 

そのため環境ひろばでは，市内の動植物生息状況の経年変化を把握し，市内の生物多様性保全に係

わる方針を策定することを求め，国分寺市環境基本条例第 28 条に基づき，令和４年８月 21 日付け

で，早急に動植物調査を実施することを，市長に意見書として提出しました。実現することを強く期

待しています。 
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動植物調査は 5年ごとに行うこととなっていま 

したが 

（あとがき） 

エックス山や姿見の池の野草をじっくりと観察し

てみてください。おうちの近くの木立に飛来する小

鳥を見つけてください。お庭の草むしりの際に，野

草の名前を調べて見てください。そして，ぜひまち

づくり計画課に電話やメールで「XX を見つけた。」

とお知らせください。そうした情報が多いほど，国

分寺市の生物多様性は保全されていくのだと思い

ます。（佐藤） 

環境ひろばのお知らせ 
10月16日（日）午前10時～正午 市役所 書庫棟会議室（戸倉１-６-１） 

『環境ひろば』は,環境（保全，回復，創造）について市民・事業者・市が自由に意見交換を行う場です。

皆さんの御参加をお待ちしています。 

                

東京都環境公社・姿見の池緑の会・国分寺市にふるさとをつくる会              

が共催して行います。 

日時：令和４年９月 25日(日)９：30～12:30 

 場所：国分寺姿見の池緑地保全地域   参加費：無料                                

 内容：森の手入れ(下草刈り等)，クラフト(竹水鉄砲，ドングリコマ)  

 申し込み方法：東京都ホームページ「里山へ GO!」検索・申し込み 

姿見の池周辺緑地は，国分寺市の管理している緑地と東京都による保

全地域（国分寺姿見の池緑地保全地域）が一体となっています。日影山

を中心とする国分寺姿見の池緑地保全地域は，東京都の条例に守られ，

四季を通して多様な植物がみられます。キンラン，キツネノカミソリ等

の絶滅危惧種も群生しています。これからの季節では，ムラサキシキブ

の実が楽しめます。ぜひ御参加ください。(環境ひろば会員 白木昭憲) 

【環境ひろばから「国分寺市動植物調査」に関する意見書を市長に提出しました。】 

【国分寺姿見の池緑地保全地域で東京都「里山へ GO!」が開催されます！】 

親子で体験作業！ 
“下草刈り” 

市民参加による動植物調査風景 

（『平成 27 年度国分寺市動植物調査』より） 


